
令和６年度 練馬区立小中一貫教育校 大泉桜学園

学力向上を図るための全体計画

○関係法規 教育目標 桜学精神 ○学校・地域の実態

日本国憲法 三つの指針 協力的 豊かな環境

教育基本法 １～４年 ・元気 ・チャレンジ ・思いやり ○地域・保護者の願い

学校教育法 等 ５～９年 ・桜の花よりも華ある人 健全育成と学力の定着

○東京都教育委員会目標 ・桜の花よりも時機を知る人 ○期待される児童生徒像

○練馬区教育委員会目標 ・桜の花よりも愛される人 思いやり・豊かな心

自ら考え学ぶ児童生徒

（授業改善の視点）学校教育の基本は授業である。教科指導を通して教科内容の習得を確実にするとともに、
生涯を通して学ぶ意欲と態度を身に付ける授業の展開を図る。指導方法の改善と創意・工夫を心がける。また、
児童生徒が自ら学ぶ意欲や関心、態度、思考力を重視する。そのために、一斉指導に加えて個に応じた指導、
児童生徒の知的好奇心や心情を揺さぶる体験的学習の場を設定する等の工夫と配慮を行う。

各教科の指導の重点 本校における確かな学力 道徳教育の指導の重点
①基礎・基本を確実に定着させる。 見通しをもって学習に臨み、確かな学力 ①「命の教育」の視点での生命

②算数・数学、英語における習熟度別 を体得するため、基本的な生活習慣の確立 の尊重や思いやりの心を育成

少人数指導により学力を向上させ を図り、基本的な学習習慣を身に付けさせ する。

る。 る。各教科の基礎・基本を明確にし、自律 ②自ら考え､行動する力、善悪の

③体験的な学習および問題解決的な学 的、協働的な学びを育む授業を展開し、確 判断、豊かな心や社会性を育

習を重視する。 かな学力の定着を図る。 成する。

④学びに向かう力を涵養する。 ③基本的人権を尊重した学習指

⑤個に応じた指導を推進する。 導をする。

⑥ICT機器を活用するなど、指導方法 ④勤労の尊さや奉仕の心を育成

の改善と充実を図る。 する。

⑦指導と評価の一体化に努める。 ⑤一貫校を生かし異年齢との交

⑧学力向上支援講師を活用し、指導の 流を実施する。授業の工夫・

工夫と充実を図る。 道徳的実践力の向上を図る。

⑨地域未来塾講師や学習ボランティア ⑥道徳授業地区公開講座などを

を活用した放課後の補充 学習を充 通して家庭・地域との連携を

実させる。 推進する。

⑦日本の伝統・文化の理解を重

視する。

総合的な学習の時間の指導の重点 特別活動の指導の重点
①７年間を見通し、命の教育を根底に ①集団の一員としての自覚と責

据えた指導計画を作成する。 任ある態度を養う。

②特別支援学校との交流学習や職場体 ②学級活動を充実させ自主的・

験、農業体験等を通じて生き方を学 自立的な態度を育成する。

ぶ学習を充実させる。 ③児童生徒会活動を通して学校

③室町体験学習、能・狂言等の伝統文 生活の充実と改善を図る。

化に触れる体験学習を充実させる。 ④異学年との交流を通して連帯

④地域の環境や人材を活用する。 意識や協調性を高める。

⑤課題を設定し、調べたり発表したり ⑤ガイダンス機能を充実する。

する力を伸ばす。

キャリア教育の指導の重点 生活指導の重点
①能力や適性への理解を深める指導を行う。 ①挨拶、服装、時間厳守等、基本的な生活習慣の定着
②自己の将来への展望をもち、実現に向けて意欲的に取 のため全教員による指導を徹底する。
り組む生徒を育成する。 ②部活動等を通して、お互いの存在を認め合い、協力

③体験学習で望ましい勤労観や職業観を身に付けさせる。 できる人間関係を育成する。
④基礎学力の向上を図る。 ③不登校の解消といじめの未然防止に努める。
⑤９年間を見通し、児童生徒の発達段階に応じて計画的 ④校内美化および環境整備に努める。
に指導する。 ⑤安全指導と不審者対策を充実させ訓練を行う。

⑥進路相談の充実と資料・情報を充実する。 ⑥給食指導等を通して「食」に関心をもたせる。

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点

指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内研修・研究の工夫 学習評価の工夫 家庭や地域との連携の工夫

・分かる授業、体験活動を取 ・学校行事の精選および総合 ・児童生徒の「自尊感情」「学 ・指導と評価の一体化の推進 ・保護者会や面談を活用する。

り入れた楽しい授業を目指 的な学習の時間と連携した 級適応感」を高める支援を と児童生徒の意欲を高める ・学校公開週間、道徳授業地

す。 授業を計画する。 目指す。 評価をする。 区公開講座・避難拠点訓練

・習熟度別指導を充実させる。 ・９年間を見通して、計画的 ・年間指導計画の作成と指導 ・通知表の記載内容を工夫す などを設定する。

・視聴覚教材、視聴覚機器、 に学習指導を行う。 の工夫改善を行う。 る。 ・桜連絡会および関係機関と

インターネットを活用する。 ・外部講師を活用する。 ・学校関係者評価による指導 連携を図る。

・学力向上支援講師や学習ボ の改善と充実を図る。

ランティアとの連携を図る。 ・評価方法や評価材料の充実

させ、説明責任を果たす。
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